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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成28年9月23日(2016.9.23)

【公表番号】特表2015-526075(P2015-526075A)
【公表日】平成27年9月10日(2015.9.10)
【年通号数】公開・登録公報2015-057
【出願番号】特願2015-524572(P2015-524572)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｎ  15/115    (2010.01)
   Ｃ１２Ｑ   1/68     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/7088   (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  45/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  48/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/574    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ   15/00     ＺＮＡＨ
   Ｃ１２Ｑ    1/68     　　　Ｚ
   Ａ６１Ｋ   31/7088   　　　　
   Ａ６１Ｋ   45/00     　　　　
   Ａ６１Ｋ   48/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   35/00     　　　　
   Ｇ０１Ｎ   33/574    　　　Ｄ

【手続補正書】
【提出日】平成28年8月2日(2016.8.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＣＤ１３３に特異的に結合し、ＣＤ１３３に対して約１５０ｎＭ以下の解離定数を有す
る、単離されたＲＮＡアプタマー。
【請求項２】
　配列５’－ＣＣＣＵＣＣＵＡＣＡＵＡＧＧＧ－３’（配列番号１）もしくは配列５’－
ＡＧＡＡＣＧＵＡＵＡＣＵＡＵＵ－３’（配列番号７）又は配列番号１もしくは７の配列
内に１以上の置換を有する配列を含む、請求項１に記載のＲＮＡアプタマー。
【請求項３】
　以下
（ｉ）ＧＡＧ　ＡＣＡ　ＡＧＡ　ＡＵＡ　ＡＡＣ　ＧＣＵ　ＣＡＡ　ＣＣＣ　ＡＣＣ　Ｃ
ＵＣ　ＣＵＡ　ＣＡＵ　ＡＧＧ　ＧＡＧ　ＧＡＡ　ＣＧＡ　ＧＵＵ　ＡＣＵ　ＡＵＡ　Ｇ
ＡＧ　ＣＵＵ　ＣＧＡ　ＣＡＧ　ＧＡＧ　ＧＣＵ　ＣＡＣ　ＡＡＣ（配列番号２）；
（ｉｉ）ＧＡＧ　ＡＣＡ　ＡＧＡ　ＡＵＡ　ＡＡＣ　ＧＣＵ　ＣＡＡ　ＣＣＣ　ＡＣＣ　
ＣＵＣ　ＣＵＡ　ＣＡＵ　ＡＧＧ　ＧＡＧ　ＧＡＡ　ＣＧＡ　ＧＵＵ　ＡＣＵ　ＡＵＡ　
Ｇ（配列番号３）；
（ｉｉｉ）ＧＣＵ　ＣＡＡ　ＣＣＣ　ＡＣＣ　ＣＵＣ　ＣＵＡ　ＣＡＵ　ＡＧＧ　ＧＡＧ
　ＧＡＡ　ＣＧＡ　ＧＵ（配列番号４）；
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（ｉｖ）ＣＣ　ＡＣＣ　ＣＵＣ　ＣＵＡ　ＣＡＵ　ＡＧＧ　ＧＵＧ　Ｇ（配列番号５）；
及び
（ｖ）ＣＣ　ＣＵＣ　ＣＵＡ　ＣＡＵ　ＡＧＧ　Ｇ（配列番号１）
から選択される配列を含む請求項１又は２に記載のＲＮＡアプタマー。
【請求項４】
　配列５’－ＣＡＧＡＡＣＧＵＡＵＡＣＵＡＵＵＣＵＧ－３’（配列番号６）又は配列番
号６の配列内に１以上の置換を含む請求項１又は２に記載のＲＮＡアプタマー。
【請求項５】
　配列ＧＡＧ　ＡＣＡ　ＡＧＡ　ＡＵＡ　ＡＡＣ　ＧＣＵ　ＣＡＡ　ＧＧＡ　ＡＡＧ　Ｃ
ＧＣ　ＵＵＡ　ＵＵＧ　ＵＵＵ　ＧＣＵ　ＡＵＧ　ＵＵＡ　ＧＡＡ　ＣＧＵ　ＡＵＡ　Ｃ
ＵＡ　ＵＵＵ　ＣＧＡ　ＣＡＧ　ＧＡＧ　ＧＣＵ　ＣＡＣ　ＡＡＣ　ＡＧＧ　Ｃ（配列番
号８）を含む請求項２に記載のＲＮＡアプタマー。
【請求項６】
　配列番号１又は配列番号６の配列から成る請求項１～５のいずれか１項に記載のＲＮＡ
アプタマー。
【請求項７】
　アプタマーの安定性を高める１以上の修飾を含む請求項１～６のいずれか１項に記載の
アプタマー(修飾アプタマー)。
【請求項８】
　前記修飾アプタマーが２’－フルオロ修飾されている、請求項７に記載のＲＮＡアプタ
マー。
【請求項９】
　ＣＤ１３３＋細胞に特異的に結合する請求項１～８のいずれか１項に記載のアプタマー
。
【請求項１０】
　ＣＤ１３３＋細胞が癌幹細胞である請求項１～９のいずれか１項に記載のアプタマー。
【請求項１１】
　前記細胞が生体内又は試験管内にある請求項９又は１０に記載のアプタマー。
【請求項１２】
　前記細胞が対象から得られた生物試料に存在する請求項９～１１のいずれか１項に記載
のアプタマー。
【請求項１３】
　前記癌幹細胞が、脳腫瘍幹細胞、乳癌幹細胞、前立腺癌幹細胞、膵臓癌幹細胞、結腸癌
幹細胞、肝臓癌幹細胞、肺癌幹細胞、卵巣癌幹細胞、皮膚癌幹細胞、又は黒色腫幹細胞で
ある請求項１０～１２のいずれか１項に記載のアプタマー。
【請求項１４】
　酵素、補欠分子族、蛍光物質、発光物質、生物発光物質、高電子密度標識、ＭＲＩ用の
標識及び放射性物質並びにこれらの組み合わせからなる群から選択される検出可能な標識
に結合させた請求項１～１３のいずれか１項に記載のＲＮＡアプタマーを含む診断剤。
【請求項１５】
　生物試料の組織学的検査に使用するための請求項１～１３のいずれか１項に記載の単離
されたＲＮＡアプタマー又は請求項１４に記載の診断剤。
【請求項１６】
　毒素、放射性核種及び化学療法剤並びにそれらの組み合わせからなる群から選択される
部分に結合させた請求項１～１３のいずれか１項に記載のＲＮＡアプタマーを含む抗癌剤
。
【請求項１７】
　対象から得られた生物試料からＣＤ１３３を発現している細胞及び／又は癌幹細胞を単
離する、精製する又は濃縮する方法であって、請求項１～１３のいずれか１項に記載のＲ
ＮＡアプタマー又は請求項１４に記載の診断剤に前記細胞を接触させるステップを含む方
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法。
【請求項１８】
　対象において又は癌を有する若しくは癌を有することが疑われる対象から得られる生物
試料においてＣＤ１３３を発現している細胞及び／又は癌幹細胞を特定する方法であって
、請求項１～１３のいずれか１項に記載の単離されたＲＮＡアプタマー又は請求項１４に
記載の診断剤に前記細胞を接触させることを含む方法。
【請求項１９】
　前記対象が、脳腫瘍、乳癌、前立腺癌、膵臓癌、結腸癌、肝臓癌、肺癌、卵巣癌、皮膚
癌、黒色腫又はＣＤ１３３＋細胞が存在する任意の他の癌から選択される癌を有するもの
である請求項１７又は１８に記載の方法。
【請求項２０】
　対象にて癌を治療する又は予防するための請求項１～１３のいずれか１項に記載のＲＮ
Ａアプタマー又は請求項１６に記載の抗癌剤の使用。
【請求項２１】
　ｓｉＲＮＡ又はリボザイムに結合された請求項１～１３のいずれか１項に記載のＲＮＡ
アプタマーを含む送達剤。
【請求項２２】
　薬学上許容可能なキャリア及び／又は賦形剤と一緒に治療上有効な量の請求項１～１３
のいずれか１項に記載のＲＮＡアプタマー、又は請求項１６に記載の抗癌剤、又は請求項
２１に記載の送達剤を含む組成物。
【請求項２３】
　腫瘍の分子イメージングで使用するための、請求項１～１３のいずれか１項に記載のＲ
ＮＡアプタマー、又は請求項１４に記載の診断剤。
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